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1 ～図 3），三代目歌川豊国画「東海道五十三対　鳴海」弘化 2 年（1845）頃の錦絵および同版木（図
4 ～図 7），歌川広重画「英勇五人傑　吉岡兼房」弘化 4 年（1847）頃の錦絵および同版木（図 8，
図 9），歌川広重画「英勇五人傑　大川巴右衛門」弘化 4 年（1847）頃の錦絵（図 10），歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　春藤次郎右衛門」弘化 4 年（1847）頃の錦絵（図 11），歌川国芳画「鏗鏘手
練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」弘化 4 年（1847）頃の錦絵および同版木（図 12～図 14）の色材に
ついて報告する。ここに示す版木はその有意なラマンバンドがえられたもののみであるが，版木構
成などの測定資料の詳細は表 1 に示す。また，加えて三代歌川豊国画「役者見立東海道五十三駅　
沖津　児雷也」伊勢屋兼吉版，嘉永 5 年（1852）（個人蔵）（図 15），歌川広重画「東海道五拾三次
　品川」保永堂版，天保（1830～44）前期（個人蔵）（図 16）の青色着色部の分析結果も報告する。
❸……………分析方法
3 - 1 　ラマン分光法とは





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































嘉永元年（1848）頃 版木1 主板 39.2×27.5  22m/m 「ツ　五」
不明色板 藍
版木2 「たん」 39.0×25.6  21m/m
「草」
版木3 紅 39.4×23.3  23m/m
草ぼかし　藍ぼか
し













版木1 藍 39.4×26.7  28m/m 「角つじ」
朱
版木2 艶墨 39.5×26.9  25m/m
不明作色板 草
版木3 主板 39.5×26.8  21m/m
無し　「板七枚」





版木5 「中□」　 紫 39.3×26.9  29m/m 「角つじ」
「つぶしよろしく　ちや」






田 ･ 米良」、「浜 ･ 衣笠」
弘化4年（1847）年頃 錦絵
版木1 「にく目ぼかし　うすおふど」 39.3×28.0  25m/m 「十八　六枚」
「き」
版木2 墨 39.0×27.2  22m/m 「十八　六枚」
「にく」
版木3 墨ぼかし上げ 39.0×27.8  23m/m 「十八　六枚」
肉（肌）
版木4 「□引出し」 艶墨、墨ぼかし下げ 39.4×27.1  20m/m 「十八　六枚」
「かは色」 革色





版木1 「こいべに」 39.1×26.8  24m/m
墨？










































































版木1 主板 39.2×26.6  25m/m 「銘刀　十郎兵衛　六枚」
無し
版木2 「うすあい」 39.2×26.7  24m/m 「銘刀　十郎兵衛　六枚」
「きいろ　めぼかし」
版木3 「つ屋ずみ」 39.2×26.7  23m/m 「銘刀　十郎兵衛　六枚」
「ねづみ」
版木4 「時色」 38.8×26.7  23m/m 「銘刀　十郎兵衛　六枚」
「くさ」 紫　朱



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































その波長ごとに二次元 CCD 検出器上に投影される。785nm 励起ラマンイメージング装置で使用す
る CCD 素子数は 128 × 128 である。素子のサイズは 26µm 平方なので，光学倍率が 1 対 1 の光学
系なら測定面は 3.3mm 平方となる。この平面を幾つかに区切ってイメージングを測定できる。た
とえば，1024（32 × 32）の空間に分割して測定したいときは 4 × 4（16 素子）を纏めて 1 分割区
のデータとすればよい。この時の1分割区の大きさは104µm平方となる。3.3mm平方領域の測定（マ
クロ測定）では測定対象によって 1 分割区の大きさを 52, 104, 208, 416, 832, 1664, 3328µm 平方と選
択することが出来る。より小さい空間分解能が必要な時は全体の測定対象領域を小さくする必要が













有意なラマンバンドが得られた。その結果を表 2 に示す。また各色の測定結果例を図 19，図 20，
図 22，図 23 に示す。
表 2　測定結果








弘化2年（1845）頃 炭素 ―※ フェロシアン化第二鉄（プルシアンブルー） ―
歌川広重画「英勇五人傑　
吉岡兼房」
弘化4年（1847）頃 炭素 ― ― フェロシアン化第二鉄, 硫化砒素（プルシアンブルー）　　（石黄）
歌川広重画「英勇五人傑　
大川巴右衛門」
弘化4年（1847）頃 炭素 ― ― フェロシアン化第二鉄, 硫化砒素（プルシアンブルー）　　（石黄）
歌川国芳画「鏗鏘手練鍛の
名刃　春藤次郎右衛門」
弘化4年（1847）頃 炭素 ― ― フェロシアン化第二鉄, 硫化砒素（プルシアンブルー）　　（石黄）
歌川国芳画「鏗鏘手練鍛の
名刃　阿波の十郎兵衛」






嘉永5年（1852） 炭素 ― フェロシアン化第二鉄（プルシアンブルー） ―
歌川広重画「東海道五拾三
次　品川」
天保（1830～44）前期 炭素 ― フェロシアン化第二鉄（プルシアンブルー） ―
※ 三代目歌川豊国画「東海道五十三対　鳴海」の色版「朱」では顔料としての朱（硫化水銀）のラマンバンドは確認されな
かった。





1570cm-1，1360 cm-1 付近にラマンバンドが観測された。図 19 に示す測定例では「阿波の十郎兵衛」
の刀鞘部分の測定部分と測定結果を示している。そのラマンシフトをみると炭素（ダイヤモンドラ
イク 1325 cm-1，グラファイトライク 1570cm-1 付近）に近似する 1360 cm-1，1570cm-1 付近のラマ
ンバンドを観測した。これにより，錦絵の黒は炭素由来の黒を使用していることが明確となった。
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は 1704 年にベルリンで始めて製造された人工顔料で，1728 年以降，工業生産で安価に作成できる















































5 - 2 　色材について
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In this paper we report the results of a new attempt at studying color material, in which mobile 
Raman imaging equipment has been used to analyse Utagawa school nishiki-e woodblocks and their 
nishiki-e. With the aim of applying a new analytical method, specialised mobile Raman imaging 
equipment has been developed for monitoring cultural properties. Using this imaging equipment, we 
carried out studies of a number of woodblocks and nishiki-e, evaluating the significant Raman band for 
the four colors; black, red, blue and green. By this method I discovered that the black was a carbon 
derived pigment, the red was trilead tetraoxide (red-lead), the blue was Prussian blue, and the green 
was a mixture of Prussian blue and orpiment.
Keywords: Nishiki-e, Woodblock, Utagawa school, Raman imaging, pigment
KOSETO-HORYU Emi, OCHIAI Shukichi, MASUTANI Kouji, 
HIGASHIYAMA Hisamitsu and SAKAMOTO Akira
Study of the Colors of Some Utagawa School Ukiyo-e and Its Woodblocks 
Mainly Published by Ise-ichi Using Raman Imaging Equipment
図 1　歌川国芳画
「達男気性競　金神長五郎」　主版
図 4　三代目歌川豊国画
「東海道五十三対　鳴海」
図 3　歌川国芳画
「達男気性競　金神長五郎」　色板「草」
図 2　歌川国芳画
「達男気性競　金神長五郎」　色版「たん」
図 5　三代目歌川豊国画
「東海道五十三対　鳴海」　主版
図 1　歌川国芳画
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図 3　歌川国芳画
「達男気性競　金神長五郎」　色板「草」
図 2　歌川国芳画
「達男気性競　金神長五郎」　色版「たん」
図 5　三代目歌川豊国画
「東海道五十三対　鳴海」　主版
図 6　三代目歌川豊国画
「東海道五十三対　鳴海」　色版「藍」
図 8　歌川広重画
「英勇五人傑　吉岡兼房」
図10　歌川広重画
「英勇五人傑　大川巴右衛門」
図 7　三代目歌川豊国画
「東海道五十三対　鳴海」　色版「草」
図 9　歌川広重画
「英勇五人傑　吉岡兼房」　色版「かは色」
図11　歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　春藤次郎右衛門」
図12　歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」
図15　三代歌川豊国画
「役者見立東海道五十三駅　沖津　児雷也」
図13　歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」　主版
図16　歌川広重画
「東海道五拾三次　品川」
図14　歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」　色版「くさ」
図12　歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」
図15　三代歌川豊国画
「役者見立東海道五十三駅　沖津　児雷也」
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図16　歌川広重画
「東海道五拾三次　品川」
図14　歌川国芳画
「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」　色版「くさ」
図17　開発したラマンイメージング装置の概略図
図18　浮世絵測定用ホルダーに取り付けられた
 ラマンイメージング装置
図19　黒色測定例：歌川国芳画「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」
二次元CCD検出器
LCTF分光素子 (*)
励起レーザー
測定対象物
コントローラー
対物レンズ
(マクロ&ミクロモード)
(*)LCTF：チューナブル液晶フィルター
(透過する光の波長を可変
できるフィルター )
オペレーション
&データ解析
図20　赤色測定例：歌川国芳画「達男気性競　金神長五郎」
図21　硫化水銀，鉄丹，鉛丹のラマンスペクトル
図20　赤色測定例：歌川国芳画「達男気性競　金神長五郎」
図21　硫化水銀，鉄丹，鉛丹のラマンスペクトル
図22　青色測定例：三代目歌川豊国画「東海道五十三対　鳴海」
図23　群青とプルシアンブルーのラマンスペクトル
図24　緑色測定例：歌川国芳画「鏗鏘手練鍛の名刃　阿波の十郎兵衛」
図25　緑青のラマンスペクトル
